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主

議決ほ違法睡を阻酬匡ず
代表幹事 清水 芳治

横浜 地裁で１１月 １５ 同ＫＣ Ｔを廻るかわさ

き市民オンブズマンの住民訴訟の判決が言い

渡された。 オン ブズマ ン敗訴 の判決である。

ただ し、 その 内容 は本誌 収録の ｒ芦明」 （１４

ぺ一ジ） や穣原代表幹事のレポート （１２ぺ一

ジ） にあるように原皆の圧勝である。

被告である川崎市はしばしば市議会で議決

さ れてい るか ら違法性 はな いと 主張す るが、

判決が議決は 「違法性阻却事由」 に該らない

と判示 していることは、 われ われ市民にとっ

て 重 要 で あ る。

私たち原告は住民監査請求で請求を退けら

れること しばしばであり、 ＫＣＴへの損 失補

償をさしたる議論もなしに承認した市議会を

そのまま引き写 したような監査委員 （会） の

役割を かねがね疑問視 しているとこ ろである

が、 今回 は遡っ てわれわれ川崎 市民が選出 し

た議員の構成する市議会を問題視せよと判決

は呼びかけて いる よう に思われてな らない。

労働運動の弱体化に違れて声高には言われ

なく なったが、 かつて は労働 法違反、 憲法違

反、 ひっく るめて法律違反の見本市は ｒ会杜」

であるとい われた。 思想信条の自由を瞬順 し｛

働く 場所が ありな が ら生活 できな い低賃金、

有給休暇は取らせない、 残業代は不払いが往々

一流 （？） といわれる企業で行われているか

らで ある。 しかもチェックする機 関がありそ

うで機能 していな いのが 実情 である。

同様に地方行政の違法性が止まらない場合

がある。 だが、 地方行政 が暴走している時に

は当然に対抗権力である議会が行政をチェッ

ク しなけれ ばな ら・ないはずである。 残念 なが

らそれが出来ていないのが現在の川騎市議会

ではないだろうか。

今、 累卵 の危うき に瀕 している 教育基本法

は現行憲法 とリ ンク し、 憲法 を実効あるもの

にするに律教育の力にまつとして制定された

もの だが、 制定日的に反 して さま ざまな理由

で国民の主権者教育が十分に行われないため

に、 主 権者と しての 国民 が成長 しな いまま、

無残にも慧法の内容が蚕食され今日に至って

いる。 それとパラ レルに、 われわれ川崎 市民

も十分 に市民 と して 成長 して いな いため に、

行政を監視することが出来ないような議員し

か選出でき ないのではなかろうか。

１０月 ２８ 日に開催 された 「こんな税 傘のム

ダ遣 い、 許せま すか！」 市 民のつ どい では、

フロアからその時議員は何をやっていたのか

という 声が噴出 した。

どこ かの市議会は、 市長 が、 保育園を廻っ

てのある判決を評 して、 法を侵 しても補債 金

を払いさえすれぱ一件落着するのですね、 と

語ることさえ不問に 付して挿と して恥 じない

のを見せ付け られ るのは、 たと え金 銭的には

巾財政に寄与するところが幾分かはあろうと

も、 法 を重ん ずる健全な市民にとっ てはまこ

とに不幸である。

地裁 判 決は改 めて憲法 １２ 条の 「こ の意 法

が国 民に保障する自由及 び権利 は、 国民の不

断の努力 によって、 これ を保 持 しなけれ ばな

らない。」 を想 起させ、 国 民を川 崎市 民に 読

李変 えること を呼ぴか けて いるかにみ え、 射

程の長レ 判 決と 大いに歓迎したい。
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特集

こ ん な 税 金 の ム ダ 遣 い、 許 せ ま す か ！

１０月 ２８ 目川 崎 市 民 の つ ど い

川崎市民のつどいに参加して

佐々木玲吉

川崎市は財政難を理由に数々の福祉関係予

算を切り捨ててきま した。

し かし、 そ の一方 で平成８ 年１２月 ６億数

千万円で取得した南伊豆保養所用地を昨年１

２月 何と ５５７０ 万円 で売却、 岩 手 県東和 町保

養所用地は賦入価格に用地造成費、 温泉掘削

費等 を加 えると８億円 にもなりますが、 今年

３月 花巻市に無 償議渡 して しま いま した。 所

持 しているのは意 味が ないということなの で

しょ う。 それでは何故そ のような土地を 取得

したので しょう。 誰が推進の責任者なのでしょ

う。 その追及は一切 なさ れておりません。 そ

の他に多数の広大な塩漬け土地が眠っていま

す。 何ということ だ、 一般の杜会常識 では考

えられないことです。

更に川崎市の１７年度の投資的経費を見て

みま しょう。 それ は７００億円に達 して いま す

が、 その 落札率 は官城県、 長野県、 そ して横

須賀市等入札改革自治体と比較して、 はるか

に高 率 であり ます。 １Ｏ ％落 札価 格が 下がっ

たと してみ ても数十億円のム ダが省 けるので・

す。

しかし今、 市民にはこれらの事実 につ いて、

知 らされて いないのが実情で しょ う。 そこで

」部の有志が集い、 これらの事実を市民に知っ

て もらうこ とが必要であると して１０月 ２８日

「こんな 税金の ムダ遣 い、 許せ ます か』 市民

集会が川崎市中小企業婦人会館５階ホールで

開 かれま した。

この集いは、 かわさき市 民オンブズマン主

催ではないのですが、 当日のあ らま しを報皆

致 します。 参加人員は１６０名。

はじめに 「塩 漬け土地間題と は」 と題 して

篠原義仁氏より報告があり、
ｒ南伊豆保養所

用 地」 につ いては 江口武 正氏、
ｒ東 和 町保養

所用地」 については清水芳治氏により報告が

ありま した。

又、 談合間題、 入札制度改革につ いては川

口洋一氏より 「談合 とは」 と題 して何故発生

するか、 そのメカ ニズム、 そ して 「他都市の

実例を検 証し、 川 崎市の談合 実態 を糾明 しよ

う。」 と報 告され ま した。 又、 渡辺 登代美 氏

より ｒ談合追及 裁判 に学ぴ、 入札制 度の改革

を目指そう」 と報告されま した。

そして真剣な質疑や討諭の後、 決議が採択

され、 今後 は各 地で小集会を閉いて でもこれ

らの事実を多くの市民に知ってもらおうと話

し合われま した。

当 日は大き なス クリ ーン も使わ れた ので、

塩漬け土地の実際を見に行かれなかった方に

も 分 か り 易 か っ た と 思 い ま す。 尚、 当 同 の レ・

ジュメ残存部数がありますのでご希望の方は

事務局 （川 崎合同法律事務所内・ 血２１１ －０１

２１） まで申 し出てく ださい。

撤底した究明をしたい
塩漬げ士地

中島 光躍

私が ｒ塩漬け 土地」 を知っ たの は１９９８年

６月、
「自治 体の 不良 資産 ／塩 漬け 土 地」 の

特集記事を読 んだ時 からである。 川 崎 市は９

６ 年 度 末 に ４２．２ｈａ・ 簿 価 １３８２ 億 円。
”

膨 ら む
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金 私 財 政を圧 迫’’ の大見出 し。

この驚き の記事 は今 もスク ラップブ ック に

残 っ て い る
。

市民オンブズマ ンでない私は、 その後、 と

き おり の新聞 記事 から’’ ｒ塩 漬け土 地」 の 処

理が進 んでいる’’ 程度 の認識であった。

今年 の１０月、 か わさき市 民オ ンブ ズマ ン

の総会資料 を入 手。 静岡県南伊 豆・岩 手県東

和町の保養所用地間題を知り、 川崎市の税金

使用の乱脈さに、 驚き は怒りに変わった。

財政難を理由に高齢者や子供の福祉は削ら

れている 中で、 活用の日途もな い保 養所建設

に １４－５ 億 円 を 投 資 し て ０．５６ 億 円 で 処 理 し た

１４ 億円 のム ダ遣 い は放置 でき ない と多く の

仲問の話 し合い をはじめた。

また 第三セク ターの ｒＫＣＴ」 問題や大師

で打ち止 めに なりそ うな ｒ高 速川 崎 縦貢道」

そして今も処理の残る 噛 漬け土地」 と支払

利、民 財政難の名のもと に切 り捨てられる市

民 サ ー ビ ス と こ の’’ 税 金 の ム ダ 遣 い
”
。 川 崎

市はホ ントに金が ないのかと疑わ ざる を得な

い
。

１０月 ８ 日、 塩漬 け 土地バ スツ アー に参加

して川 崎 区から 麻生区ま で１３箇所 をま わり

オ ンブズマ ンの方々 から現地を見て説明 を受

け た。

川崎 区水 江町：取得額約１４０億円・ 支払利

息約 ８６ 億円。 麻生 区多摩美 ：取得 額９．４億

円 ・ 支 払 利 息 １４．８ 億 円 な ど な ど。 大 多 数 の

市民がこう した事実を知っ たら大問題になる

こと 必至と 思われ る。

〈解決に向けての要望〉

１） 「塩漬 け土地」 解 消 のろケ ジュー ルと発

生原因を明確に し、 今 後の発生防止の 対策

を市民に公示する。

２） 関係者の責任を究明して損害賠償請求を

行 う
。

な お市議会 も上記のような事項 に対しては

１００条 委員会で徹 底 した審議 が必要で あろう。

また本件に関する川 崎市の 「テ レ ビ朝日の

報道に関する抗議文」 について。

１） 川 崎市のホームペー ジでの 「テ レヒ潮 日」

への抗議は ｒ塩漬け土地」 の問題点を説明

せず部分的な用語の適否をとりあげている

こ と と、 認 識 の 誤 り も あ り
、

こ の ま ま 見 過

ごすことは できな い。

２） 抗議文にある 『特定の団体』 とは 「…

税金のムダ遣いを許せますか。 一川崎市民

のつ どレレ 実行委員会」 と 「かわさき市民

オンブズマ ン」 をさ すと 思いますが、 税金

のム ダ遣い を怒 る市 民の実行 委員 と して、

ｒ特定ρ団体」 の表現はホームページでの

倣回を要求しま す。 （２００６年１１月 ２７日）

坦漬げ士地間題の’解決 を世ま る

全市民的連動を

小態四郎

「１Ｏ－２８ 川 崎 市 民 の つ ど い」 と、
プ レ 企 画 １

０．８ 塩 漬け土 地バ スツ アー は、
「かわさき 市

民 オンブズマ ン」 の奮闘にも かかわらず、 全

市 民的 レベルでの認知度が極 めて低かった こ

れまでの運動を大きく飛躍させる第一歩にな

りました。 とりわけテ レと朝日が２度にわた っ

て放映したことの波及効果 惇大きく、 阿部 市

長名による抗議文の発表は、 受けた衝撃の深

誉を勃 語って いま す。

抗議 文は あろうこ とか、
「特 定の 団体の 主

張に沿った、 著 しく一 面的な視点」 などと書

いて 八 つ当 たり して いま す。
「特 定の 団 体」

とは、 諭証抜きに負のイメ ージを貼り付ける、

戦前の非国民の用 語にも匹敵するものです。

１１月 ２１ 日に公開 討論会の申 し入れ に赴 い

牟際 も、 集 会呼 びかけ 人の少 ら からぬ人 が、

行政の市民参加組織や市民協同事業で積極的

役割を果たしている事実を具体的にあげて特

４
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定の団体呼ばわりの不 当性を指欄 しま したが

反論できないまま でした。 また、 抗 議文に対

するテ レビ朝日側 の対応を質間 して も、 目を

ふせたまま。 市のホ ームペー ジの トップに公

開 した以上、 テ レ朝 の回答を載せるの は、 当

たり前の筈です。

さて、 テ レ朝 の報道はテ レビ報道 特有のセ

ンセー ショナリ ズム故に、
一部 に誤解を招き

かねない表現がありま した。

①塩漬 け状 態のまま、 いま だに支 払利 息と

いう形 で税 金を垂れ流 してい る土地と、 ②他

用途に転用されて塩漬け状態が解消されてい

る土地 とを区別すること なく 報道 したのもそ

の一つ です。 レポーターが、 麻生区市民健康

の森の 現場で ｒだ一れ も人 がいま せんね」 と

発言 し、 あたかも現地が 塩漬 けのま まいま だ

に放置されている かの ような言い方を した の

は問題 です。

私た ちは、 集 会当 日の決 議文 で 「損切 り」

をしてでも１日 も早い塩漬け解消の 実行 を求

め ま し た
。

し か し そ の こ と は
、

処 分 後 ど の よ

うに 「活用」 さ れようと知ったこと ではない、

という立場ではない筈です。

例えばそこが 緑地の場合、 開発業者 に払 い

下げられ録を根こそぎ破壌する地下室マンショ

ン建設地に 「転角」 されるような処分であれ

ぱ絶対に賛成すること はできません。

９億 ４ 千万 で取 得 して 累 計１６ 億円 もの 利・

息を支払っ たという、 行政責任 にき ちんとケ

ジメ をつ けさせることは避け て通 れません。

ま たこれだけム ダに消 費さ れた税金があれ・

ば、 いっ たい どれだけの 緑を開発 の手から救

い出すことができただろ うにと思わざるを得

ま せん。 しか し塩漬け 土地であっ たという過

去の履歴故に、 現在市 民健廉の森と して活用

され、 地元の市民 ボラ ンティ ア活動によって

緑とふれあう貴 重な空 間としてよみが えりつ

つあることを非難する 人がいたと した らそれ

は筋違いです。

塩漬け土地間題の本質を更に広く市民に認

知 しても らい、 その対策、 解決 に全市民的合

意をつくりあげて行く粘り強い連動がいっそ

う求 められていると思いま す。

（まちづくり・環境運動川 崎市民連絡会

事務局長）

オンブズマン活動

抵抗に遣う

望月 文曖

知っ てぴっく り 「塩漬け土地」 パスツ アー

がテ レビ朝日で放 映さ れる前日の朝、 そ の話

を私のイ ンターネ ット発 表ぺ一 ジの コビーと

ツアーの案内状 で幾度か説明 した旧知 の友人

が私の 家へき て、
「この 資料の 根拠 が明 白で

ないからお返 しします。 今日から８ 日間、 用

事で忙しいから話し合いは出来ません」 と言っ

て、 私が渡 した資 料を茶封筒に入 れて私に突

き返 して帰っていった。

悟然としあっけに取られた私 暫くは何故？

と開 いた口 が閉ま らな い。
「オ ンブズマ ン活

動に 関して、 無知なんだ。 そ のことから説明

しな ければいけなかったん だ」 と思いつく の

に小１ 時問 はかかったのか
。 オンブ ズマ ン活

動の内容 を知らせる項目を、 イ ンターネ ッ ト

から引 き出し、 幾枚 かプリ ン トアウ トし、 川

崎市王地開発公杜の塩漬け土地関連の資料を

数枚コ ピー して、 彼の自宅 の郵便受けに 入れ

て お い た
。

私の隣家の娘が塩漬け土地間題に関心を持

つようになったの は、 かの女の父親に 私め旅

行記をプリン トアウ トして渡 したことがき っ

牟け。 退屈さを私に嘆 いた彼に気晴 らしの足

しになれ ぱと、４ つの紀 行文の総 てを。 かの

女は川 崎区の九条懇 に入会 したこと を、 町内
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会費の徴収 に来たかの女 から聞き、 話の出来

る人 だ と感 じた。 （２ 人の 娘の 母親 で 下の娘

は看 護師 をして いる。） かの 女がま だ幼 い娘

時代からの顔見知りだが、 話をするようになっ

た の は こ こ 数 ヶ 月 の 間。

塩漬げ士地
バスツアーに参加して

伊中悦子 （高津区在住）

塩演け土地問麗の間棚点

１０月 ２８ 目の ｒこん な税金の むだ遣い、 許

せま すか」 には私の知友 は誰も参加 しな かっ

た のだが、 無駄遣いの要因 の一 っに 「土地購

入 関係 者の氏名 は公表 しない」 というネ ック

が あることを篠原代表幹 事が説明 した。 これ

はとても重要は間題点 だ。 犯 罪性すら感 じさ

せる 「塩 漬け土地」 の原因 究明 の前に立ち塞

がる 最大のネックポイ ントだろうと痛感する。

政令指定都市の入札 ・契約 情報の

イ ンターネッ ト公開について

全国で１５の 政令指 定都市 で、 入 札・ 契約

惰報 を、 市民に分りやすい方法 でネ ッ ト上に

公開 して いる都 市はあまり存在 しな い。 看板

（フロ ントペー ジ）に 「入札・契約」 と いうボ

タ ンを作って はあるが、 内容的に正式な情報

と して見得るぺ 一ジになっている都市 は限ら

れ ている。 神 戸市 のホ ーム ペー ジは 平成 １５

年度分まで遡って年度、 月 次別に資料が展開

出来るように装置さ れているが、 ほかに は仙

台市があるのみ。 川崎 市は当月 の分を週別に

区 分 し て 発 表 し て い る が 前 月、 前 年 度 分 の 検 ・

索は検索する週の期間 を入カ しなけれ ば開示

出 来ない。 これは、 情報の開示 を困難にさせ

る 目的が裏に存在すると いう 見解 を抱かせる。

横浜市は目下入札方法の改善 中で、 結果の公

表 はされていない。 談合の有 無、 入 札方法の

改 善を考慮するオンブ ズマ ンにとっ て、 行政

のイ ンタ ーネ ッ ト公開の有無 はどの ような効

果 を期待するべきなのであろうか。

１Ｏ 月 ８ 日
、

マ イ ク ロ バ ス １ 台 に 乗 り 込 ん

で ３０ 人 あ ま り の 人 と、
一 目 コ ー ス の バ ス ツ

ア ー に 参 加 し ま し た
。 行 楽 日 和 で し た が、 次

第に暗 い気持 ちになって、 どん どん 腹が立っ

てく るので した。 庶 民感覚か らは理解 できな

いような億 単位 のお金が、 利息と して積み あ

が っ て い く、 許 さ れ な い よ こ ん な こ と、 と い

う感じです。

市が先行的に土地 を取得したものの、 長 期

間放置 され、 金 利負 担が 膨大 になっ ていく、

いわゆる 「塩漬け 土地」 の間題は本当 に驚き

です。 市内１０ 以 上の塩 漬け土 地を見 て、 数

億円 から１００ 億円を超える金 額で取得 した 土

地が目 的通り 活用 されていな い現場、 中に は

支払 い利 思が取得額を超える実 態までありま

し た
。

市内幸区の道路近くの便利 な土地で、 す ぐ

にでも福 祉関係の施設ができそ うなのに、 活

用さ れないのはなぜで しょう。 ま た、 黒川の

奥地 にほと ん ど緑地と して保 全の必要な い土

地が 緑地 と指定 されて … もっ たい ない、

この取得はなぜで しょう。

高津区では看護学校用地のはずが、 塩漬け

のア ゲクに 「健 康の森」 となりま した。 活用

されたとい えばそ うですが、 なんだ かお かし
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い。 最 初から 「森」 の計画なら、 価格も金利

ももっ と低く 抑 えられたで しょうに。 目的が

あっ ての用地買収 は納得できても、 そ れをあ

と から処理するための名 目と して ｒ健康の森」

としたのなら、 不健 康な感じではありませ ん

か。 荒れていた土地 を見事に管理 して 「健康

の森」 で活動する 多く の皆様の地城活動 のご

努カに は頭が 下がる思いですが。

こ のバスツアー は、 財 政難の川 崎市が積 極

的に対策を打たな い間題 の土地を見た だけで

なく、 行く 先々 で、 地域住民がこの 土地 に対

して思いと暮 らしを重ねてまちづくり をして

いく大切 さも考えさせられま した。

実は どこも、 情報公開 されていない 土地 な

ので、 す ぐ隣に住ん でいてもその土地の 実態

は住民にわからないのです。 問題ですよね。

参加者の声
（１０ 月 ２８ 日 のつ どいの ア ンケ ー トを

ほぼ原文どおり収曇しました）

本日の 感想 を ご白由 に記 入下さ い。
・なぜ市民税が高いの か。 年金は下 げられて

いるのに医療費は どんどん改悪されている。

その根 っこが塩漬け 土地問題なのかも しれな

い。 このような背任の 数々 の関係 者の全財産

を没収 してほ しい。 又、 市民に議会の動きを

情報開示 してほ しい。 私腹 をこやすこと しか

念頭にない議員 は選 ばないことが 先決。
・課題 が多すぎて消化不足の感が ぬ ぐえない。

・せっ かく 多く の人が参加 して いるのだから、

討ロ ンの時間をふやす （ビデオ、 レジュメ集

ｅｔＣ との ダブリ を省け ば報 告は短く でき るは

ず）

・ つ ど い そ の 屯 の は ま あ 成 功 と 思 う
。 っ ど い

の周知 は不十分。 ＪＲ川崎駅、 小杉駅な どで

ビラを撒く べきではな かっ たか。 説明者は演

壇に登れ。 篠原さんのまと め、 全面的に賛成。

意を強く しま した。
・市 民の税 金のムダが市 民の知 らぬまま使 わ

れているの だなと思った。 今同、 報告の他 に

後いく つあるのかな。
・でたらめな税金 のムダ使いに いき どおりを

感 じま した。 責任 を追及できな いと いう今の

制度に腹立た しく恩う。
・粘り強い 運動 の成果を聞いて 驚く と共に皆

さんの活動に敬意を表します。
・ 第 １ 部 た だ た だ あ き れ、 言 葉 な し。 第 ２

部 わかり易く、 運動 の希望と方向が 見えま

し た。

・今回が始 めて かどうかわかりません が、 こ

のような集まりが行 われること は、 市民意識

の前進だと思いま した。 ひきつづく開 催の努

力 をお願い しま す。

・塩漬け土地の間題は何年か前に知りま した。
一

未だに是正されず莫大な税金がムダ遣いされ

て いるとは怒り心頭 です。 この税金が 市民の

為 に使われていた ら、 介 護の切り捨て も、 保

育園の民営化もな いだろう し、 教師の 人数を

もっと増や して行き届 いた教育もでき るので

はないかと思うと税金を返せと叫ぴたくなり

ま す。 そう言う事に使わ れる 税金であっ て欲

しいと心から願 いま す。

・駅頭宣伝等を した いの ですが原稿を 作せい

していただけない でしょ うか。 市民オ ンブズ

マン名がわかりづらいです。 間違い易いです。

ニュース、 チラシを見なが らい じい じして い

ま し た が、 参 加 し て、 よ り リ ア ル に き ち ん と

受 け と め え た と 思 い ま す。
街 宣 な ど で、 つ ど
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い で、 話 し て ゆ き た い。

・ ピデオでの説明がわ かり やすカ＝？狂。

・始 めて 参加レて、 事の 内容 も畑砂ま した。

市民の税金をむだに使われているかがわかり

ま した。 詳 しいお話あり がと うご ざいま した。

もっとく わしく知 りたいと思いました。
・談合についてある 友人からＴＥＬが あり ま

して今朝のテ レビを見て自分達も市の し ごと
．

をしている けれ ど、 談合 で仕事が自 分の所に

来たことが ない。 入札でも圧力が かかっ てく

る。 自分 から訴 えられない。 仕事 がなく なっ

て しまう からですとの事。 造園業 をやってい

ると、 中小 零サイ 企業の弱 さを切 実に訴えて

いま した。 自分も力がない けれ ど今 日出席さ

れた 人達と 一緒にやって行 けるの なら市の中

の悪を除く 事ができるの ではないかと、 自分

も参加 して 行きた いと思いま す。

・ 大 変 興 味 を も っ た
。

是正のために

どう した らい いと思 います か。
・私は長年金融関係の職場に居りぬき打ちで

の当時の大蔵省 の検査を常に意識 してい た。

官僚優先の骨格 が出来上がっているが、 なぜ

民が官 をチェ ック する機関がない のか。 片手

落 ちだし杜保 庁のデタラメの数々 共々 迫及 し

ていく 為にオンブズマ ンを強化せ ねばと思う。

・ 一 人 一 人 が ‘‘自 分 だ け が 良 い” と い う 考 え

を改め ること。
“お金 中 心の” 杜会 か らの意

識を改めること。 市長・市議 （市会内勢カの

分布等） を変えていく こと。
・オール与党体制を排 除。 又、 市議の質の向

上
。

市 民 活 動 の パ ワ ー ア ッ プ が 必 要。

・市議会のチェ ック機 能と責任 （これをも う

少 しはっきり させ るべきと思ったが～） 住 民

連動、 この関係をもっと追求するための 「場」

（機会） をつくってほ しい。
・塩 漬け土地の解決策は行政 に樹て させよ。

議員 はどう考えているの か公開 質間 を したら

どうですか。 テ レビで見た 限り では良好な緑

地に転用 でき るのではないか。
・計画的ともい えるよ うな現状。 もっと行 政

の責任を追及し責任をとらせるべきだと思い

ます。 一般市民が やれ ぱたいへんな ことなの

に
、

行 政 で は 許 さ れ る。 現 在、 そ の よ う な こ

とがありす ぎる と思います。 個 人的 にも現在

川 崎には 「い じめ られていま す」。 市 民の声

をもっと伝えられる方法がほしいと思います。
・テ レビで放 映されたそうで すが、 私もは じ

めて 見ま した。 ビデオを ダビング して多く の

市民に見てもらうことが必要 です。 市民に怒っ

て も ら う こ と
。

・ 基本 的に は市民 の無関 心が あるの です が、

少 数の市民が大きく動 かすことが出来る ので

市 民と して頑 張るしかない。

・ 年金生活者と して医療、 介 ゴな ど不 安多い

生活の中で、 税金がま こと無駄使いさ れてい

る ことに怒りを あらた に しま した。 革 新市政

の時代を創った 市民です。 再ぴ市民運動 で子

ども～高齢者ま で、 自分たちの市政 に したい

です。 大変勉 強になり ま した。 継 続勉強会を

ぜひおねがい します。
・１００条委員会 設置に後向き の議員 一人一

人に公開 質間状を出 し、 その結 果を公表 して

は どう でしょうか。 開発公杜に 金を出 してい

る 銀行 に債権棒引 き を迫る。 （市民連 動な ど

を背景 に。） 各 銀行 は、 空 前の大 もう けを し

て いる。 これまでも各銀行 は債 権放棄 してき

て い る。

・多く の市民に知って もらうため自宅 近く で

；の上うな場を持つこと を望みます。 家庭で

見られる ビデ オを 作り、 多く の人にみ てもら

う。

・市民にこの様な ズサ ンな政治が行 われてい

ることをもっと知 らせてゆく 必要が あるので

はない かと 思いま す。 地区毎に市政 の報告等

も あまりや られて いないが、 市議始 め各団体

ｇ 活 動 と し て
、

や っ て い っ た ら ど う か。 と に

かく事の事 実、 現場で何がや られて いるかを

知ることだと思います。
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決 議

私 た ち は、 私 た ち が 納 め た 税 金 を 川 崎 市 が ど ん な 使 い 方 を し た か を 糾 明 す る た め

に、 本 日
、

相 つ ど い ま し た
。

６ 億 １７３４ 万 ２０００ 円 で 取 得 し た 士 地 を ５５７０ 万 円 で 民 間 に 安 値 売 却 し た 南 伊 豆 の

士 地 、 ８ 億 ３６１８ 万 ７０００ 円 を 投 入 し な が ら 無 残 に も ２２６ 万 ３３５０ 円 と 評 価 さ れ 、 無

債 譲 渡 し た 東 和 町 の 土 地。 同 じ よ う に 電 子 入 札 を 導 入 し な が ら、 横 須 賀 市 の 落 札 率

が 画 く 正 常 分 布 に 対 し、 川 崎 市 の 分 布 が 画 く 奇 妙 な 形 の 不 恩 議。 明 ら か に さ れ な け

れ ぱ な ら な い い く つ か の ム ダ 遣 い の 中 か ら 今 回 は 二 つ を 取 り 上 げ ま し た
。

（１） 塩 漬け 土地 間題

土 地 を 取 得 し て か ら ５ 年 以 上 経 過 し て も ま だ 取 得 目 的 に 従 っ て 使 用 さ れ て い な い

土 地 を 『塩 漬 け 土 地」 と 呼 ぴ ま す が、 単 に 南 伊 豆 や 東 和 町 に 限 ら ず、 １Ｏ 月 ８ 日 に 実

行 さ れ た 『塩 漬 け 土 地」 巡 り の バ ス ツ ア ー が 明 る み に 出 し た 疑 惑 の 数 々。

市 は 市 民 に そ ん な 土 地 を 何 故 取 得 し
、 講 が 責 任 者 だ づ た か を 一 切 説 明 し ま せ ん。

従 っ て そ の 責 任 追 及 も 行 な わ れ ず、 同 じ よ う な 事 態 が ま た 生 ず る の で は な い か と い

う 疑 念 を 拭 い き れ ま せ ん
。

（２） 落 札 率 間 題

市 は 財 政 難 や 公 平 性 な ど を 理 由 に 市 民 援 助 を 無 慈 悲 に 切 り 捨 て て き ま し た。

本 当 に 財 源 が な い の で し ょ う か。 川 崎 市 の ２００５ 年 度 の 投 資 的 経 費 は ほ ぽ ７００ 億

円 に 達 し ま す
。 も し 仮 に 落 札 率 が １０％ 下 が れ ば ７０ 億 円 の 原 資 が 生 み 出 さ れ ま す。

談 合 は 犯 罪 で す。犯 罪 者 に 甘 い 汁 を 吸 わ せ な け れ ぱ な ら な い 理 由 は 全 く あ り ま せ ん。

私 た ち は
、

間 題 解 決 の た め に Ｊｌ１崎 市 に 対 し て は 自 浄 能 力 を 発 揮 す る こ と を 求 め、

ま た、 川 崎 市 議 会 各 会 派 ド 対 し て は 市 行 政 へ の チ ェ ッ ク 機 能 の 再 生 を 期 待 し て、 本

集 会 の 名 に お い て 以 下 の と お り 中 入 れ す る こ と と し ま す。

（１） 塩 漬 け 土 地 間 題 の 解 決 の た め に

① ｒ損 切 り」 売 却 等 に よ っ て 塩 漬 け 土 地 の 早 期 解 消 を は か る こ と

② 原 因 究 明 と 再 発 防 止 対 策 を 早 急 に 確 立 す る こ と

③ 関 係 職 員 （旧 ・ 現） の 貫 任 追 及 と 損 害 賠 償 請 求 を 直 ち に 行 う こ と

④ ① ② ③ を 三 位 一 体 も の と し て 位 置 づ け、 総 合 的 対 策 を 実 施 す る こ と

（２） 入 札 談 合 間 題 の 解 決 の た め に

① 一 般 競 争 入 札 の 導 入、 地 城 制 限 の 緩 和、 共 同 企 業 体 を 入 札 条 件 と し な い な ど

談 合 し に く い 入 札 制 度 の 確 立 を は か る こ と

②入 札参加 業 者が 限 られる 場合 の入札 予 定価格 の厳 格化 を行う こと

③ 談 合 し た 場 合 の ペ ナ ル テ ィ ー を 厳 し く し、 損 客 賭 債 義 務 制 度 を 確 立 す る こ と

④ そ の 他、 談 合 防 止 と 談 合 調 査 事 務 を 明 確 に し、 入 札 業 者 の 資 料 提 供 義 務 を 拡

大 す る こ と

私 た ち は、 ひ き つ づ き 本 間 題 の 取 り 組 み を 強 化 し、 市 政 全 般 に わ た る 税 金 の ム ダ

遣 い を 追 及 す る こ と を 確 認 し あ っ て、 以 上 決 議 し ま す
。

２００６ 年 １０ 月 ２８ 目

「こ ん な 税 金 の ム ダ 遣 い、 許 せ ま す か 一 川 崎 市 民 の っ ど い」 参 加 者 一 同
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《概要 版》

阿部 孝夫 市長 殿

２００６年 １１月 ２１ 貝

「こ ん な 税 金 の ム ダ 遺 い、 許 せ ま す か。

一 川 崎 市 民 の つ ど い」 実 行 委 員 会

公開討論会の申入書

日 頃 か ら の ご 竈 闘 に 心 か ら 敬 意 を 表 し ま す。

回 私 た ち は、 川 崎 市 の 財 政 状 況 に つ い て 調 査 を 進 め、 と り わ け 噛 債 け 土 地」 問 題 と

入札制 度 （談合間題） にっき、 川崎 市 （川 崎市 土地開 発杢杜を含 む） から情報公開 等で

入 手 し た 資 料 の 分 析 の 上 に 立 っ て、 ご 案 内 を 差 し あ げ た と お り、 １Ｏ月８貝 に 『塩 漬 け バ

ス ツ ア ー」 を 実 施 し て 現 地 調 査 を 行 い、１Ｏ月２８同 に は 表 題 の っ ど い を 開 催 し ま し た。 （中

略）

回 同 時 に 私 た ち は
、 亘０・２８の っ ど い の 成 功 に 力 を え て、 １１月 １３貝 に 実 行 委 員 会 を 開 催

し、 前 記 申 入 に 関 遵 し て よ り 具 体 的 な 提 言 を 行 う た め の 討 議 を 深 め ま し た。

し か る に、 私 た ち 自 身 も 取 材 に 応 じ た ζ塩 漬 け 土 地」 間 題 に 係 る９月 ２９日 及 ぴ１Ｏ月 睾７

日 放 映 の テ レ ビ 朝 日 「ス ー パ ー モ ー ニ ン グ」 の 内 容 に 関 し、 １Ｏ月 ２７同 放 映 分 に つ い て 貴

職 名 で、 １Ｏ月 ３１員 付 で、
「報 道 番 魁 『ス ー パ ー モ ー ニ ン グ』 の 放 映 内 容 に つ い て」 と 題

す る 抗 議 文 を 送 付 し
、

川 崎 市 の ホ ー ム ペ ー ジ に そ の 旨 掲 載 し て い る 事 実 を 確 認 し ま し た。

私 た ち と し て は、 テ レ ビ 朝 日 の 報 道 基 準、 報 道 対 応 に つ い て は 関 知 し な い と こ ろ で す

が、 抗 議 文 に お い て 私 た ち を 『特 定 の 団 体」 と 決 め つ け た 上 で、 テ レ ビ 朝 目 に 対 し
、

い

く つ か の 間 題 を 提 起 し、 こ れ を 論 難 し て い る こ と に つ い て は、
「特 定 の 団 体」 と 決 め つ

け ら れ た 当 事 者 と し て 黙 過 し え な い 重 要 な ｛ 容 を 含 ん で い る 関 係 上、 本 申 入 を す る 次 第

で す。

回 そ こ で、
私 た ち は 貴 職 に 対 し、

１． 私 た ち を 『特 定 の 団 体」 と 認 定 し た 基 準 は 何 な の か。

２・ ９月２９日 放 映 分 の 南 伊 豆 及 ぴ 東 和 町 保 養 所 用 埠 間 題 に つ い て は、 異 存 な く そ の 報
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道 内 容 及 ぴ 事 実 を 認 め る の か ど う か。

３、 川 崎 市 は、 全 国 に 先 が け て 「先 行 取 得 用 地 の 問 題 に 関 し、 そ の 解 決 に 向 け、 平 成

１２年９月 に 『土 地 閑 発 公 杜 経 営 健 全 化 計 画』 を 策 定 し」 、 以 後、 先 進 的 な 取 り 組 み を 推

進 し て き た と 述 べ て い る。 他 方
、

か わ さ き 市 民 オ ン ブ ズ マ ン は、 す で に 平 成９年 （１９９７

年） １１月 に 同 種 の 『塩 漬 け 土 地」 バ ス ツ ア ー を 実 施 し、 そ の 詞 査 結 臭 を ふ ま え て 川 崎 市

に 対 し 改 善 の 中 入 を し、
次 い で、 平 成１１年 に 閉 催 さ れ た 全 国 市 民 オ ン ブ ズ マ ン 連 絡 会 議

横 浜 大 会 で 決 議 を 操 択 し
、

そ れ に 基 づ い て 早 期 解 決 の 中 入 を 行 っ て き た。

そ の 関 表 で い え ば、 川 崎 市 の 前 記 対 応 は、 遅 き に 失 し た 対 応 と 考 え ら れ る が ど う か。

４、 私 た ち は、 平 成９年 以 降、 噛 漬 け 土 地」 悶 題 の 解 決 の た め に は、 ① 「損 切 り」

売 却 等 に よ る 早 期 解 決、 ② 原 因 究 明 と 再 発 防 止 対 策 の 確 立、 ③ 資 任 追 及 体 制 の 確 立 を ’

体 的 に 行 う べ き と 提 言 し て き た が
、

川 崎 市 の い う 平 成１２年９月 以 降 の 対 処 策 は ① の 範 囲

に 止 ま り、 か つ、 そ の 対 処 は 部 分 的 で 未 解 決 用 地 は 多 数 残 存 し、 ② 及 ぴ ③ の 根 本 的 解 決

に 至 っ て は、 全 く 手 が つ い て い な い と 判 断 さ れ る が、 そ の 点 に つ い て は ど う 考 え る か。

５．
「塩 漬 け 土 地」 間 題 の 情 報 開 示 に つ い て、 川 崎 市 と し て 十 分 と 考 え て い る の か。

等 々 に つ い て、 川 崎 市 と 意 見 交 換 を 行 い た く、 そ の た め の 公 開 討 論 の 開 催 申 入 を 本 書 面

を も っ て 行 う 次 第 で す。

な お、 私 た ち は、 本 間 題 の 解 決 策 ① に 関 し て い う と、 従 前 の 「塩 漬 け 土 地」 が 『市 民

健 康 の 森」 と し て 取 得 日 的 を 変 更 し て 公 園 利 用 さ れ る に 至 っ た こ と に つ い て は 何 ら 異 議一

を 述 べ る も の で は な く、 む し ろ 平 成 ９ 年 に 実 施 し た バ ス ツ ア ー 以 降、 私 た ち が 積 極 的 に

取 得 目 的 を 変 更 の 上 公 園 利 用 を 行 う よ う 提 言 し、 そ れ が 平 成１２年 の 自 治 芦 通 達 を 受 け て

実 現 し た も の と 理 解 し て い る と こ ろ で す。

（付 記） 私 た ち と し て は 本 年１２月 中 に は 公 開 討 論 会 を 実 施 し た い と 考 え て い る と こ ろ で

あ り、 従 っ て、 本 申 入 ρ 回 答 は、 テ レ ビ 朝 日 宛 て に 前 記 抗 議 文 を 発 送 し 川 崎 市 と し て も 一

十 二 分 に 検 討 ず み で あ る こ と を 考 慮 し、 １２月 １１日 （月） の 期 限 厳 守 で 行 わ れ る よ う 付 記

す る 次 第 で す。
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三セクの 順失補債１ほ
違法

義仁

回 今、 全国各地 で市民オンブ ズマ ンの手

によ って税金のム ダ遣 いを追及する取り組み

が進 んでいます。 官官接 待、 食 糧費間題、 各

種 ウラ金づく りとその費消。 官民癒着の構 造

のなか での談 合間題 （高 値落 札）。 税金 のム

ダ遣いはあとを断ちません。

その一方で、 ム ダ遺いの結果と して作 り出

された 「財政難」 を口実に して、 福祉、 介護、

医療、 教育、 公害環 境予算が大幅に削減 され

ています。 限 られ た財源であっても税金 はな

いのセ はなく、 税 金の使い途が間違って いる

結果と して、
ｒ財 政難」 が作り 出され、 私 た

ちの生活関連予算が、 不当にも削減され てい

ま す。

回 この税金のム ダ遣いの典型と して ムダ

な大型公共事業 の推進があり、 それとセ ッ ト

になっ た形 で第 三セクタ ーへの 公金 （税 金）

の支出間題があります。

かわさき市民オンブズマ ン （事務局事務所

は川崎合同法律事務所） は、 経営破綻 した

ｒかわ さき 港 コ ンテ ナタ ーミ ナ ル株 式 会杜」

（ＫＣＴ） につ いて、 川 崎市 が赤字 必至 の港

湾 事業 の第三セ クタ ー に資本 投 下 （５０．８ ％

の筆頭株 主） しただけでなく、 ＫＣ Ｔの銀行

融資に 関遵 して前市 長が 噸 失補 償」 したこ

とにつき、 そ の違法性を主張 して住 民訴 訟を

提 起 し ま し た
。

その判決言 渡が、１１月 １５ 日、 横 浜地方裁

判所で行われ、 住民側の実質勝訴 （形式上は

敗訴） の判決が言い渡されま した。

回 前 提 事 実 と し て は
、

Ｋ Ｃ Ｔ は
、

１９９４

年、 川 崎港の貨物船の荷 （コンテ ナ） の積み

下ろ しを主 な業務 と して 設 立されま した が、

東京港、 横浜港に挟まれた 「ビルの谷間のラー

メ ン屋」 と評さ れたとおり、 大型コ ンテナ船

の寄港は ごくわず かで業績が伸ぴず、 設立当

初から赤字を重 ね、 数 次にわたる川崎 市の財

政的支援もむなしく （これも 鰍 な税金投下）、

０４年 に オ ンブズマ ンが 指 摘 したと おり 破産

しま した。 その 破産の跡始末と して 損失補償

協定に基づき、 協 定の 隈度額９億円 を川 崎市

が銀行に支払い、 その遠法性が住 民訴訟で争

わ れ る こ と と な り ま し た
。

判決 は、 この損失補償協 定を、 財政援助制

限法 （地方自治体の財政を圧迫しないため違

法、 不当な財 政援助を禁止 して いる法律） で

禁止 している ｒ保証契約」 に該 ると して、 オ

ンブズマン主張をうけ入れて損失補償契約は

違法と判 断し、 川 崎市の措置 は法を潜脱する

ものと厳 しく 指弾 しま した。

すなわ ち、 川 崎市に限らず多く の地方白治

体は法の制 限を免 れるため、 実 質上は保証契

約なのに契約 （協定） の形式を損失補償契約

と呼び、 若干の契約条項については保華契約

とは異なる文言を置いて、 まさに 「法の潜脱」

を図ってきま した。 今回の判決 は、 それを許

容せず、 実質は保証契約と して 断罪 したもの

です （但し、 損害金の返 還請求 自体は、 返還

時点での現市長に過失な しと して棄却）。

回 オンブズマンは 「三セクヘの損失補償

協 定が違 法と判 断されたの は、 全国で初めて

ｇこと で画期 的で、 見事な．く らい我々 の実質

勝訴だ」 と判 決を評価 し、 判決 の及ぽす杜会

的影響につ いて も ｒ自治体が 三セク のため に

金融機関と損失補償協定を結ぶのは全国的に

みて一般 的。 従って、 今回の 地裁判断 は全国

的に影響を及ぼすのは必至で」ｒ公金支出に

つ いて自 治体の新たな指針とな る」 と分析 し

ていると ころです （詳細は１１月 １６日付新聞

各紙報道参照）。
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声 明

１ ２０ ０ ６年 １ １月 １５ 目、 横浜 地 方 裁判 所 は、 かわ ざき 市民 オ ンブ ズ マ ンが か わさ

き港コンテナタ ーミナル株式会杜 （ＫＣＴ） の破産処理に関連 して川崎 市長を被告と

して 提訴 した、 損 害 賠 償 請 求権 行 使 請 求住 民 訴訟 にっ い て、 第 三セ ク タ ー に 対す る 前

市長 時代に締結した損失補債協定は連串と断罪する、 実質原告勝訴の判決を言漬・しま

した （但 し、 公 金 支出 時 の 現 市長 に は、 そ の 支払 行 為 に つい て 過 失 な しと して請 求 棄

却） 。

２ 判 決 は、 破 産 した ＫＣ Ｔ に融 資 した金 融 機 関に川 崎 市が 損失 楕 償 協 定の 履 行 と して

９ 億 円の 損 失 補 償を した の は、 財 政援 助 制 限 法３ 条 で 「 （政 府 や 地方 公 共 団 体は） 債

務 に つい て は保 証契 約 を す るこ と が でき な い」 と 定 め た趣 旨 に 反 し、 違 法 で ある と 明

確 にそ の 責任 を 断 罪 しま した。

被告川崎市長 は、 損失補償笛定は法で禁止する保証契約と異なり違法性はないと主

張 し たの に 対 し、 判 決 は、 Ｋ Ｃ Ｔ に係 る 損 失補 償 協 定 を詳 細 に分 析、 検 討 した 上で、

「本 件協 定 は、 そ の 内 容、 実質 に お いて 保 証契 約 と 特段 に 異 なる と こ ろ は ない」 と 明

確 に 排 斥 し、 次 い で、
「実 質的 に 保 証契 約 と変 わ る と こ６ の な い契 約 を損 失補 償 契約

と 称 して 締 結 す ると い うこ と は、 同条 の 規制 を 潜 脱 する も の と いわ ざる を得 な い」 と

指 弾 し ま し た。

従 っ て、 判 決 は、 形 式 上 は原 告 敗訴 の 形 と なっ た も のの、 損 失補 償 協 定 の法 的 性 質

に つ いて は、 川 崎 市 の弁 明 を 一 顧 だに せ ず排 斥 し、 原 告 オ ン ブ ズマ ン の 主張 を 全て

採 用 し、 実質 的 に原 告 勝 訴の 判 決 と評 価 でき る も のと なっ て いま す二

３ 判 決で も 指摘 す る とお り、 川 崎 市と 同 様の 「法 の 規制」 を 潜脱 す る 違法 な 損 失 補償

協 定 は全 国 的 に締 結 さ れ、 そ の 違法 状 態 を解 消 す る 視点 か ら い えば、 全 国初 の判 断と

なっ た本件判決は画期的な もので 「公金支出にっいての自治体の新たな指針となる」

も のと い える も の で す。

この 判 決 のも つ 杜 会 的意 義、 地方 公 共 団 体に 対 する 影 響 はき わ め て 大きく、 私 た ち
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原告 は、 率直 に判 決の も つ 重 さを 確 認 して い ると こ ろ です。

私 た ち 原 告 は、 以 上 の認 識 の 上 に 立っ て、 全 国的 に 違 法状 態 が 放 置さ れ て い る 現状

に鑑 み、 そ の違 法 状 態 は一 刻 も 早く 是正 ・ 解 決 され る べき もの と 判 断 し、 本 判 決 につ

いて あ え て 控訴 して そ の解 決 を 遅 ら せる よ り も、 本 判 決 を確 定 して 全国 各 地 の 地 方公

共団体に讐鐘を鳴らすべき重大性を強く認識 して、 控訴の途を選択しないことを確認

し ま し た。

本判 決 の 趣 旨 を、 正 当 かつ 正 確 に 理解 し、 文 字 どお り 「公 金 支 出 の新 た な 指 針」 と

して 活 用 さ れる こ と を祈 念 して、 声 明と いた しま す。

２ ０ ０ ６ 年 １ １ 月 ２ ７ 目

かわ さき 市 民 オ ン ブズ マ ン

代表幹事 篠 原 義 仁

同 江 口 武 正

同 清 水 芳 治

事務局長 川 口 洋 一

ＫＣ Ｔ 住 民訴 訟 弁護 団

弁護士 大 川 隆 司

同 渡 辺 登代美

（連絡先）

川 崎 市 川 崎 区 砂 子１－１Ｏ・２ソシオ砂 子８０２

川崎合同法律事務所

Ｔｅ１０４４（２１１）０１２１ Ｆａｘ ０４４（２１１）Ｏ１２３
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高校教育とは

佐々木玲吉

最近、 高 校では必修科目 である 世界史が履

修さ れて いないと して間題 になっ ています。

この まま では卒業させるこ とは出来ないとも

言わ れています。 校長 を始めとする諸先 生方、

教育 委員会、 そ して文科省 等、 教育に係る人

達は一 体何をして いたのであろう。

高校は今大学の予備校化、 受験競争でいい

数字 を出さ ねばな らな いか ら止 む を得な い、

という意見もあるよ うですが、 それ は本 末を

取り連えたもの です。 受け入れる大学側 にも

間題が ありま す。 入試に世界史を加 えればよ

い の で す。

と こ ろ で ２， ３ 年 前 の Ｊ Ｒ 南 武 腺 で の こ と

が思い出されま す。 高校生ら しき３ 人組と同

一車両 になり、 近く に座りま した。 彼 らの会

話が耳に入ってきま した。

Ａ君 「Ｄ 君はＯＯ大学にパスしたそうだ。」

Ｂ君 「Ｅ君は○Ｏ だそうだ。」

Ｃ 君 「と こ ろ で Ｆ 君 は 変 な こ と 言 っ て た ぞ
。

何十年か前、 日本はアメリカと戦争したんだっ

てさ。 目本とアメリカ が戦争するなんて、 あ

るはずがない じゃないか、 なあ一。」

随分変なことをいう若者たちだなと思った

もののその時 はたい して気にも止めませ んで

し た
。

ところで数年前から扶桑杜の教科書を廻っ

て議諭 はなされて いま す。 即ち ｒ日 本は自衛

の た め止 むを 得ず アメ リ カと 戦 った の だ。」

「日本が 戦った のでア ジアの 人々 に独立の 気

概 を 与 え た
。」

等 々
。

このあまりにも馬鹿 げた歴 史教科書は殆 ど

の学校で取り上 げられておりませ んが、 菓教

科書出版会杜の元責任者の話では ｒ目本史は

御１１幕府 の崩 壌辺りで止 めて、 後は時間 もな

い し、 意 見の分かれている面 もあると して自

分で読 めと いうことになる らしい。 世界史 は

殆 どの高 校で取り上 げもせ ず、 履修もさ れて

い ないよ うだ。」 と、 驚く べき 話を 聞いた こ

と も あ り ま す
。

又、 数ヶ月 前になりま すが、 あるＴ Ｖ番組

で小泉チル ドレンといわれるある女性議員が

「嘗ての戦争 〈第二次世界大戦〉 で日本人は

全員が戦争に賛成 したので しょう。 反 対 した

人は誰もいな かっ た。 だから戦争 責任 をいう

のであれ ぱ、 同 本人全員が間わ れる べきだ。」

と。 何という 無知蒙昧な発言で しょ う。 われ

われは若人が このように育ちつ つあるのを恥

と感 じ、 危倶とすら思うもの です。

どの国 にも負 の歴史はあるも のです。 それ

を覆い隠 したり 言い繕ったりせ ずに真実を学

ぶこと は世 界のよりよき未 来の ため、 即 ち平

和と繁栄 のため大事なこと ではないで しょ う

か。 関係者の猛省 を促 した い。

トルコ紀行 その６

アフロ ディ シアス とクサ ン トス

（６ ・ ７日目）

２０㏄ 年２月１７日

望月 文姓

アフロディ シアス はパ ムッカ レからボ ドル

ムヘ戻るような感じになる。 地図を見て、 コー

スを念入り にチヱ ック しておけ ぱ、 紀行文を

かくときに 楽なのだがな どと一 人で納得 して

いる。 バス での移 動は１ 時間 半でエフェスよ

りも人気が あるというアフロディ シアスに着

いた。 人気 の秘密 は古代都市 （ポリス） の遣

跡が正確 に保存されていると いうことのよ う

だｂ １㎞ 四方に満 たない 土地の中に、 ポリス
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９ 蜥 を示す未々の遣跡鵡残っ下ギるカ三ら亭
見鋤茸＾ に沿？七歩眠 ㈱緑傘
ラ と 亨、う も の

。
１・

入場券を渡され て入ると右手に、 発掘．レた

古代の石棺が展示されている 醐婁魑の芝生の

庭カ明 に付く。 垣根も古代の遣跡の発観晶の

ように早 狐 左手には茶幕で喉を 畔 る体

憩場やトイ レ （このトイ レめ勇女別を示す表

示は 古代人男 女 を描いて いて人 気が ある）。

そのな らびの大き なプラタナスの脇 の建物は

未整理の発掘品置き場のよう だ。

博物館の見学 は最後に して、 こ ぢんま りと

した野外劇場の支 柱が並ぷアクロ ポリス に行

く。 その奥には ギム ナジウム （体 育館） があ

る。 立ち並ぶ支 柱を低い角 度 から、 仰 ぎ見る

ようにして、 カメラを構えると紺碧の空とマッ

チ して美 しい。 アク ロポリスを下って進 むと

古代修道教会の 遣跡があるが、 ブリ キや シー

トで囲われて いてカメ ラを向ける気 にならな

い。 道 が 右に 曲が る 手 前に マ ルティ リ オ ン

（マルティリウム） といわれる殉教記念館が

あ る
。

ハ ドリアヌスの 大浴場の手前にティベ リウ

スの柱廊 （関門） が並ぶ。 その先 は司教館で

前がオデオ ン （音 楽堂） だ。 司教館の屋 敷内
ざ く ろ

に石榴の赤い花が 続麗だ。 奥の原っ ばの 向う

に大き な競技 場 （３ 万 人収容 の コロ シア ム）

が あ る
。 野 原 の よ う な 地 域 を 出 口 に 向 っ て 歩・

いてくるとアフロ ディ ーテ神殿が無傷 で残っ

ている。 奥に はこの アフ甲ディ シアスの 遣跡

発掘責任者ケナン・エリムの墓がある。

博 物館 は目 を 見張る 出 土品 ばかり。 ３０ 分

や１時間の見学ではとても堪能できない素晴

らしさ だ。 館内 は撮影禁止なのに私 は気 づか

ず撮影 して しまっ た。 貴重な写真を紹介 して

よ い も の や ら
。 こ の 後、 近 く の レ ス ト ラ ン で

トル コ風のピザを食べたよう だが記億 に残っ

て い な い。

昼食後４時間半バスに揺られてカルカンヘ。

車中 から時たま見え隠れ する 地中海は水が と

て も碕 麗だ。 海岸線を 走る高遠道路はま だ建

設 中の所もある。 海沿い の崖を切り開 いて道

路 を造っ たら しく、 道脇 の崖の岩や海岸 の砂

浜の色が統雇 芯 トイレ休憩をした場所から、

崖 下の海 に遊ぶ幾組み かのカ ップルが目 に入

る
。

カ ルカ ！は人気の ある 保養地 らしく、 新築

工事中 のホテ ルが貝に付くが、 道が狭い。 大

型バスが 路上ですれ違うこと は殆 ど不 可能。

とこ ろどころに退避用の 空き 地がある。 大低

はカ ーブ している所 だ。 ホテ ル名 はクラ ブ・

クサ ントス。 大型バスが通れる のというよ う

な細い道 を直角 にカーブ して 走る。 対向車 は

退避場 でバス が行き過ぎるの を待つ。 ホテル

の前にバス を着 けるときが見物 だっ た。 ホテ

ルの玄 関は道 路から直角 に曲が ってバろの 車

体 ほど奥まっ たところ にある。 玄関前は 幅６

ｍ ある かな いか。 運転 手のク ーノレエさ んは私

たちを下 車させ ずに、 玄関前 にバス を乗り入

れた。 皆の拍 手を受けて彼 は赤 らめた顔を ほ

ころ ぱせた。

翌日 はクサ ントスからサ ンタクロ ースの 町

カ レ ヘ。

ロシリー プラネッ トの自由旅 行ガイ ドによ

れ ぱ、 地申海東部 というこの沿海 地方は、 １９

７０ 年 代 ま で は
、

牛
、

馬
、

ロ バ な ど の 荷 物 を

還ぶ動物 しかおらず、 そういう 動物に揺られ

るか、 四輪駆動車ぐらいしか行けない場所だっ

たという。 このガイ ドではクサ ン トス の世界

遺産は紹介されていない。 日本での初版第一

刷は２００４年１月 （但 し原本は１９８５ 年７月 初

版 ・２００３ 年 ３ 月 ８ 版 に よ る と あ る）
。

私 の 記

録でも捜すのが 困難なのでサ ンタクロ ースの
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活動 したカ レ （デ ムレ） の町へ行こう。 この

町は 前泊地カ ルカ ンから約 ５０㎞ 東 に寄っ た

港町で地中海沿岸の高速道路を飛ばせば３時

間でトルコ第三の都市ア ンタルヤに着く。

聖ニコラス 教会 の横は公園 （昔風に言えぱ、

ア ゴラ） の ようになって いて、 広い駐車場に

は大型バス は十数台並び、 観光 客が 溢れてい

る。 昼食を先 に済ませるというの で、 予約の

レス トラ ンヘ案内されるが、 レス トラ ンの前

に観光バス が２ 台止まり、 同１じような観光グ

ルー プを降 ろしている。 ま ぎれずにガイ ドの

後を追うのが しん どい。

聖 ニコラス 教会は司教館 （３ 世紀に 建造さ

れ、 １０４３ 年に 修復 され東 方 正教会 のバ シリ

カ になる） で、 外見 はさ ほど大きく は感 じな

いが、 内部 に入ると かなり 大きく 感 じる。 照

明が 弱く、 フラッ シュ撮影 は禁じられている

ので、 私のＤＶＤカメラ も余り役立ちそうも

ない。 ４ 世紀 （３４３年） の迫害 で殉教 した彼

の棺桶が安置され ている 場所は無照明なの で、

撮 影 は 出 来 な い。 壁 面 に 残 る フ レ ス コ 画 や、

モザイ クタイ ルの床 は、 大勢の観光客に踏ま

れ、 触 られている にもかかわらず、 まだ鮮明

だ。 しかし、 保護 を考慮した対策が求 められ

る であろう。 （イス ラム 教徒が 大半の トル コ

では対策が考慮されるか疑間だが）。

サ ン タ ク ロ ー ス は ト ル コ 語 で ノ エ ル ・ バ バ
。

この伝説 は４世紀のカ レで 始まっ た。 キリス

ト教の 司教、 後 の聖ニコラスが、 結婚持 参金

のな い村娘 たちに匿名 でプ レゼン トを贈 った

のだ。 彼 はコイ ンの入ったバ ッグを煙 突から

落 と し
、

そ の” 天 か ら の 贈 り 物” で
、

村 娘 た

ちは嫁 いでい けた。 （ロ ンリ ー プラネ ッ トの

自由旅行ガイ ドより転記）。

演 の ある 公間 のア イ ス ク リ ー ム 売 リ

な人口 掌握 ができ て いず、 現 在 は推 定１０００

万人 から１２００万 人で はない かと言 われて い

る」 と ガイ ドの 説明。 「生 活が 困難 な近郊 農

業地の人達が、 就職口 を求めて流入 して いる

の芯 彼らは都市生活を可能にする技術を持っ

ていないので、 就職 でき ずに、 野宿者 になる

人も多いので、 治安が 心配されるよう になっ

ていま す」 と 補足説明。

こ の街 の名 所 はロ ーマ 皇帝 ハ ドリア ヌ ス

（在位１１７～１３８ 年） の 記念碑 （門）、 高さ３

８ｍ を 持 っ イ ヴ リ ・ ミ ナ ー レ （尖 塔）、 カ レイ

チと呼ばれる旧市街な どが見張らせ るカ ラア

リオウル公園が名 所。 地中海に面 した古代都

市アンタ レイ ヤと いう古名 だという。 今目明

日２日間の宿 はアウグス トス通りの ジェンデ

ル・アンタルヤという高級ホテル。

ホテルの各部慶から白砂のビーチが見渡せ

るという豪華 さ。 アンタルヤ の港は地中海沿

岸の賓易 港で、 盛んな交易で 賑わう。 海だ け

で はなく、 空 港も 繁盛。 １９６０ 年代 から の爆

発的な観光 ブー ムで、 街の発展 は凄い。 街中

の公園 に滝があり、 公園での アイ スクリーム

売りが 餅のように粘るアイ スク リームを自慢

し て い る。

ｒア ンタルヤ は最 近成長 過程の 大都市、 ト

ルコで３番胃に人口が 多いが、 布当局は正確
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標真後 記 り、 その趣旨が理解されたものと考えている」

○市民の皆さんのお蔭 をもっ て１０月 ２８ 日の という阿部 市長 の談話をとってきま した。 テ

川 崎市 民のつ どいは大成功で した。 事務 方を し キス トの読 み方は随分い ろい ろだなと感心さ

担っ た一員と して篤く お礼申 し上げます。 せられま した。

○テ レビ朝同が ９月 ２９ 日及ぴ１Ｏ月 ２７目 と ○会資の件。 今 年度までの会費 未納の会員の

２度 スーパーモ ーニ ングで放映 してくれた の 皆さ んには郵便振替用 紙を同封 しま した。 昨

が、 幸 いした 面もあるかも しれませ ん し、 南 年ま では大 会終了後の最初の会 報に、 議案 書

伊豆や東和 町の ようにオ ンブ ズマ ンには馴 染 と振 込用 紙を同封 し、 前 年度 の会費をその用

み （？） の事件を、 多くの市民はご存じなかっ 紙な どを利用 して次の号の発送ま でに振り込

たということ もあるで しょう。 っく づく やっ まな い会員 は自動的に除籍扱 いに していた の

てよ かったと 思います。 もちろん反省 すべき です が、 一 部から苦情が出 てそ の方式を一 時

点も あります。 本号には非会員の中 島さんや 中 断 しま した。 この 件につ いて は会報 ５５ 号

伊中さ んらに原稿をお願い し、 最近 にない会 でも お知 らせ しま したが、 退会者に一年 分未

報ができま した。 お忙 しい中、 健筆 を振るっ 払いのまま の方が多いの で、 原 則と して 次号

てく ださ りあり がとう ご ざいま した。
「議 員 発送ま でに昨年分の会費未納 の会員は除籍扱

は何を やっ ているんだ」 とい う怒り の声が多 いに させていただきます。 なお、 会費請 求と

かっ たアンケー トも含 めて読 み応 えがあると 払 い込みが行き違 いの 際はご容 赦願います。

思います。 ○ もう１２月。 そろそ ろ寒 さも 本格化 してき

○１１月 １５日 衝撃の判決が 下されま した。 正 そう な気 配です。 本年の 皆さんの ご協力 にお

直、 私達オンブ ズマ ンが びっくり したのです 礼申 し上げ、 来年もとも に健康で活動でき る

から市は殆 ど飛び上が らんばかり だったので こと を祈念 して、 早め ですが年末の ご挨拶 と

はないで しょう か。 と ころが 産経新聞だけが させ ていた だきま す。 （清水）

「判決結 果は本 市が主 張してきたと ころ であ

会 計 報 告 ２００６ 年 ４ 月 １ 同 ～２００６ 年 １１ 月 ２５ 同

一 般 会 計

収 入 （円） 支 出 （円）

剛 期 操 越 ７６８ １８８ 会 報 発 行 費 ６７，４４８

会 費 ３５６ ０００ コ ピ ー 代 ２００４８

資 料 販 売 ８ ４００ 情 報 公 開 請 求 ６，４６０

寄 付 金 ４６，０００ 会 場 費 １６，１００

利 息 ７０ 訴 訟 経 費 ２５５０

旅 費 交 通 費 ２４５，１００

事 務 用 晶 讐 ５０，６２８

通 信 費 １０５００

備 晶 消 耗 晶 讐 ０

図 書 費 ０

全 国 会 費 １０
，
０００

請 師 料 ０

Ｈ Ｐ 管 理 費 ５ ０００

雑 讐 １ ９２０

収 入 合言十 １，１７８，６５８ 支 出 合 計 ４３５，７５４

残 高 ７４２，９０４

訴 訟 積 立 金 ２０００， ㎝

＊ 光 囲 久 美 子 さ ん か ら カ ン パ を 頂 き ま し た。 ど う も 有 難 う ご ざ い ま し た。
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月 例 会 識 ・ 学 習 会 い ず れ も ど な た で も

ご 参 加 い た だ けま す．

１ ２月 １ 日 （金） 会 報 第 ５ ６ 号 印 刷 ・ 発 送 １３：３０ 中 原 区 役 所

こんな税金のム ダ遺い、 許せま すか！ 南部集会

１８：３０ 教 育 文 化 会 館

１ ２月 ２ 目 （土） こ ん な 税 金 の ム ダ遣 い、 許せ ま す か ！ 北 部 集 会

１８：３０ 多 摩 市 民 館

１ ２月 １ ９ 日 （火） 第 ８ 回 拡 大 幹 事 会 １８：ＯＯ 中 原 市 民 館 和 室

幹事会に続いて忘年会

２ ０ ０ ７ 年

１月 １ ６ 目 （火） 第 ９ 回 拡 大 幹 事 会 １８：３０

１月 ２ ５ 目 （木） 会 報 第 ５ ７ 号原 稿 〆切 目

２月 １ 目 （木） 会 報 第 ５ ７ 号印 刷 ・発 送 １３：３０

２月 ２ ０ 目 （火） 第 １ ０ 回 拡 大 幹 事 会 １８：３０

てくの かわさき

中原 区役所 予定

てく の かわさき

第８回鉱大幹事剣ま
申原市民館で闘催します
皆さん、 ご参加下さ い
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